






 

研究目的 

 高年令婦人から出生する新生児には,各種の先天異常が高頻度にみられる。そ

の中でも特に染色体異常に起因する先天異常は母体年令が大きく関与するが,

実は新生児に見られる染色体異常は発生する異常児の極く一部であって,染色

体異常児の大部分は妊娠初期に自然流産することが知られている。 

 そこで我々は妊娠初期の人工流産児と Down 症候群の双方を用いて,染色体異

常の発生に関与する母体年令の影響の検討を行なった。 


